廃棄物に関するアンケート このアンケートも産業廃棄物実態調査と併せてご返信ください。
	事業所名
	



Ⅰ　排出抑制・資源循環の取組について
問１　貴事業所がごみの減量化等で取り組んでいることを、以下の中から選択して該当する番号に☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 製品・商品の軽量化　　　　　　　☐⑤ 梱包材の不使用・減量化
☐② 製品・商品のデザイン・形状変更　☐⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐③ 付随品の不使用・廃止・簡素化　　☐⑦ 何もしていない
☐④ 付随品の使用の選択・有料化



問２　貴事業所が今後減量化に取り組むためには、どのような事項が動機付けとして必要でしょうか。以下の中から選択して該当する番号に☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 経済的メリット　☐③ 取引先・消費者の要請　☐⑤ 貴社に対する社会的評価
☐② 社会的な要請　　☐④ 同業他社の実施　　　　☐⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問３　貴事業所でのプラスチック類を含む商品・製品について、プラスチック類に代わる代替品を素材として
使用していますか。以下の中から選択して該当する番号に☑を付けてください。また、「① 使用している」
と回答した場合、具体的な種類を記入するとともに、顧客への周知の有無について、該当する番号に☑を
付けてください。
	☐① 使用している　　      ☐② 使用していない
　　　　　具体的な種類　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　代替品使用の顧客周知：☐① 周知している　☐② 周知していない



問４　貴事業所で製造・販売されている商品・製品の中で、あえて素材をプラスチック類にした、もしくはし
ようとしているものがありますか。ある場合、具体的な商品及び理由をご記入ください。
	具体的な商品・製品　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
プラスチック類使用の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



問５　貴事業所でワンウェイ（使い捨て）プラスチックを扱っていますか。扱っている場合は具体的な事例を
ご記入ください。
	具体的な事例：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（例：顧客に使い捨てスプーンを提供、業務で使い捨て手袋を使用）



問６　貴事業所がプラスチック類をサービスに付随して提供（フォーク、スプーン、ヘアブラシ、ハンガー等）
するにあたって、減量化（リデュース）に取り組んでいる項目に☑を付けてください。その他は具体的な
内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 商品・製品の軽量化・簡素化　　　　　☐④ 梱包材の不使用・減量化
☐② 商品・製品の使用の選択制・有料化　　☐⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐③ 商品・製品の不使用・廃止　　　　　　☐⑥ 何もしていない



問７　廃棄製品の回収ルートの計画についてお尋ねします。貴事業所の販売回収ルートに乗せることができ
れば、効率的であったり、顧客サービスの向上に繋がったりするが、各種規制や行政指導等により実現でない廃棄製品の事例はありますか。ある場合、その廃棄製品の種類や理想的な回収方法について具体的にご記入ください。
	廃棄製品の種類  ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
理想的な回収方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


問８　県内で発生した産業廃棄物の県内（自区域内）処理、県外（広域）処理のあり方について、本来ど
	☐① 県内処理、県外処理にこだわる必要はない 
☐② 焼却や埋立は自区域内で処理すべき
☐③ 県内発生は県内処理を基本とすべき


のようにあるべきだと考えますか。該当する番号に☑を付けてください。

Ⅱ　廃棄物の処理について
問９　貴事業所の廃棄物の排出量及びリサイクル量、最終処分量について、令和５年度を100とした場合、令和15年度の将来見通し量（方向性）をご記入ください。
例：排出量や最終処分量が1割程度減る場合　→「90」と記入
例：リサイクル量が５％程度増える場合　　　→「105」と記入
	
	令和５年度
	令和15年度

	排出量
	（100）
	

	リサイクル量
	（100）
	

	最終処分量
	（100）
	







	☐① 処理料金　　　　　　　　　　　　　　　　　　☐⑥ 廃棄物処理法に基づく優良性評価制度
☐② 受入条件(廃棄物の種類、受入量、分別基準等)  ☐⑦ 電子マニフェストへの加入           
☐③ リサイクルへの取組状況                      ☐⑧ 業界団体への加盟状況
☐④ 処理業者(適正処理)の信頼性                  ☐⑨ その他（　　　                       　　）
☐⑤ 系列企業、取引実績


問10　貴事業所が廃棄物処分業者（中間処理、最終処分）を選定する際に考慮する項目に☑を付けてください。その他は具体的な内容をご記入ください。（複数選択可）

問11　近年物価が高騰傾向にありますが、貴事業所では、令和６年度の廃棄物処理委託料金（単価）が、５
	☐① 上がった　☐② 変わっていない　☐③ 下がった


年前（令和元年度）と比較して上がりましたか。以下の中から選択して☑を付けてください。

	☐① リサイクル施設（具体的な廃棄物の種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
☐② 最終処分場［安定型］      　☐⑥ ＰＣＢ(ポリ塩化ビフェニル)汚染物の処理施設
☐③ 最終処分場［管理型］        ☐⑦ 有害金属を含む廃棄物の処理施設
☐④ 焼却施設　　　　　 　　 　　☐⑧ その他(                                               )
☐⑤ 感染性廃棄物の処理施設


問12　栃木県内に不足していると感じる廃棄物処理施設はありますか。以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な施設を記入ください。（複数選択可）

	①　市町村から廃棄物としての引き取りを拒否された事例
・廃棄物等の種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・具体的な状況　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②　産業廃棄物業者から複雑な構造・複合素材のため引取りを断られた事例
・廃棄物等の種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・具体的な状況　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③　その他（ユーザーから引き取りを求められた事例等）
・廃棄物等の種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・具体的な状況　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


問13　貴事業所において、①市町村から廃棄物としての引き取りを拒否された、②産業廃棄物業者から複雑な構造・複合素材のため引取りを断られた、③ユーザーから引き取りを求められたなど困った事例はありますか。ある場合は、廃棄物等の種類と具体的な状況をご記入ください。
[bookmark: _Hlk171087430]問14　貴事業所では、産業廃棄物を処理委託する際、電子マニフェストを使用していますか。以下の中から
選択して該当する番号に☑を付けてください。また、「② 導入していない」と回答した場合、導入してい
ない理由について、該当する番号に☑を付けてください（複数選択可）。
	☐① 導入している　　　☐② 導入していない
　　　　　　　　　　　　　　　☐① 移行するのに手間がかかるため
☐② 利用料金が発生するため
☐③ 電子マニフェストの仕組が分かりづらい
☐④ 処理業者から電子マニフェストの導入を求められていない
☐⑤ 電子マニフェストを知らない
☐⑥ 処理委託先が導入していない
☐⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問15　廃棄物を委託処理している事業所の方にお伺いします。貴事業所では、委託した廃棄物が不適正処理
されるのを防止するため、どのような取り組みを実施していますか。以下の中から選択して該当する番号
	☐① 産業廃棄物処理業の許可証を確認している
☐② マニフェスト伝票を確認している
☐③ 会社情報を検討し、優良な処理業者に委託するようにしている
☐④ 他企業と処理業者に関する情報交換をしている
☐⑤ 処理料金が相場より安すぎる処理業者には委託しないようにしている
☐⑥ 処理業者に施設の管理記録、経理状況、取引実績などの資料を提出させている
☐⑦ 処理業者に中間処理後の廃棄物の行き先の資料を提出させている
☐⑧ 処理業者の施設を現地確認している
☐⑨ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐⑩ 何もしていない


[bookmark: _Hlk171499675]に☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）

問16
 (1)　廃棄物を最終処分業者に直接委託して埋立処分している事業者にお聞きします。今後の方針に
ついて合致するものはどれでしょうか。該当する番号に☑を付けてください。その他は具体的な内
	☐① 新たに自社の埋立処分場を確保する　 ☐④ 埋立は原則行わない
☐② 民間の埋立処分場を利用する　　　　 ☐⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
☐③ エコグリーンとちぎを利用する


容を記入ください。（複数選択可）
[bookmark: _Hlk170921060]
(2)　問(1)で「③ エコグリーンとちぎを利用する」とした方にお聞きします。その理由として該当す
　　　る番号に☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 距離が近い         ☐⑤ 受け入れ基準（他処分場における受入不可物が受入可能だから）　
☐② 埋立料金が安い   　☐⑥ 取引企業に対しての信用度があがる
☐③ 営業時間が長い　　 ☐⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐④ 安全性が高く安心して任せることができる



	☐① 距離が遠い　　 ☐⑤ 現在の処分先との契約期間が残っている　
☐② 埋立料金が高い ☐⑥ 埋立期間が短い
☐③ 営業時間が短い ☐⑦ 安定型品目のみのため、エコグリーンとちぎの利用を想定していない
☐④ 受け入れ基準が厳しい ☐⑧ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


 (3)　問(1)で「③ エコグリーンとちぎを利用する」以外とした方にお聞きします。エコグリーンとち
ぎを利用しない理由として該当する番号に☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入くだ
さい。（複数選択可）
裏面に続きます　⇒

	☐① あり　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☐② なし
廃棄物の種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


問17　埋立処分を依頼しようとしたところ、受入を拒否された廃棄物はありますか。以下の中から選択して該当する番号に☑を付けてください。もしある場合は、廃棄物の種類をご記入ください。

	☐① 非常に重視する　　　 ☐③ どちらともいえない。わからない 　　　☐⑤ 重視しない
☐② やや重視する　　　　 ☐④ あまり重視しない


問18　工場・事業場の立地場所の選定にあたり、管理型産業廃棄物最終処分場が所在地の都道府県内にあることを重視しますか。該当する番号に☑を付けてください。

Ⅲ　その他
	☐① マイバッグ持参やエコクッキングの実践など、ごみが出ない生活様式への転換
☐② 徹底したごみの分別
☐③ 簡易包装や詰め替え製品への理解と購入
☐④ 環境配慮製品は価格が割高になることへの理解
☐⑤ ｢ごみの出にくさ・修理しやすさ｣から製品を選択する視点を持つこと
☐⑥ リサイクル製品や再生品の購入
☐⑦ 産業廃棄物への理解
☐⑧ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問19　循環型社会の形成のため、消費者が取り組むべきこと（消費者への要望）を、以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容をご記入ください。（複数選択可）

	☐① 廃棄物処理法等関係法令の理解と順守　 ☐⑥ 処理料金の見直し
☐② 適正処理の推進　　　　　　　　　　　 ☐⑦ 環境への負荷が少ない処理の推進
☐③ リサイクルの推進                     ☐⑧ 災害廃棄物の処理に関する協定の締結
☐④ 技術・知識・資質の向上               ☐⑨ その他（　　　　　　　　　　  　       　　　　）
☐⑤ 情報公開の推進


問20　循環型社会形成のため、産業廃棄物処理業者が取り組むべきこと（産業廃棄物処理業者への要望）を、以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容をご記入ください。（複数選択可）

問21　循環型社会の形成のため、行政が取り組むべき（支援すべき）ことを、以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容をご記入ください。（複数選択可）
	☐① 排出事業者責任の徹底を図るための、監視・指導体制の一層の強化
☐② 不適正処理、不法投棄に対する、監視・指導体制の一層の強化
☐③ 処理業者に関する、評価や行政処分等の情報公開
☐④ 県などが関与する公共の処理施設の整備促進
☐⑤ 県内の産業団地等への廃棄物処理・リサイクル施設の立地促進
☐⑥ 廃棄物の減量及びリサイクル技術開発・施設整備への補助・融資制度の拡充
☐⑦ 排出事業者に対する適正処理・リサイクルに関する、講習会や研修会の拡充
☐⑧ 県民に対する適正処理、循環型社会に関する啓発活動
☐⑨ 排出事業者とリサイクル業者とのマッチングの推進
☐⑩ 効果的なごみ減量や分別排出を展開している企業などの事例紹介
☐⑪ 市町村処理施設における産業廃棄物の受入
☐⑫ 環境ビジネスの振興
☐⑬ 優良な廃棄物処理業者の支援と育成
☐⑭ 廃棄物処理施設設置等の手続きの簡素化又は規制緩和
☐⑮ 排出抑制や資源循環を推進する施策の財源とするための税の創設
☐⑯ その他(                                                             　　　　             )



質問は以上です。ご協力ありがとうございました。
